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山上憶良の七夕歌について 文18－79
内俊晴

山
上
臣
憶
良
七
夕
歌
十
二
首

天
の
川

相
向
き
立
ち
て

我
が
恋
ひ
し

君
来
ま
す
な
り

紐
解
き
設
け
な
（
８
・
一
五
一
八
）

右
、
養
老
八
年
七
月
七
日
、
令
に
応
ふ
。

ひ
さ
か
た
の

天
の
川
に

舟
浮
け
て

今
夜
か
君
が

我
が

り
来
ま
さ
む
（
８
・
一
五
一
九
）

右
、
神
亀
元
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
左
大
臣
の
宅
に
し

て
。

牽
牛
は

織
女
と

天
地
の

別
れ
し
時
ゆ

い
な
う
し
ろ

川
に
向
き
立
ち

思
ふ
そ
ら

安
け
な
く
に

嘆
く
そ
ら

安

け
な
く
に

青
波
に

望
み
は
絶
え
ぬ

白
雲
に

涙
は
尽
き

ぬ

か
く
の
み
や

息
づ
き
居
ら
む

か
く
の
み
や

恋
ひ
つ

つ
あ
ら
む

さ
丹
塗
り
の

小
舟
も
が
も

玉
巻
き
の

ま
櫂

も
が
も

朝
な
ぎ
に

い
か
き
渡
り

夕
潮
に

い
漕
ぎ
渡
り

ひ
さ
か
た
の

天
の
川
原
に

天
飛
ぶ
や

領
巾
片
敷
き

ま

玉
手
の

玉
手
さ
し
交
へ

寝
て
し
か
も

秋
に
あ
ら
ず
と
も

（
８
・
一
五
二
〇
）

反
歌

風
雲
は

二
つ
の
岸
に

通
へ
ど
も

我
が
遠
妻
の

言
そ
通

は
ぬ
（
８
・
一
五
二
一
）

た
ぶ
て
に
も

投
げ
越
し
つ
べ
き

天
の
川

隔
て
れ
ば
か
も

あ
ま
た
す
べ
な
き
（8

・
一
五
二
二
）

右
、
天
平
元
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
憶
良
、
天
の
河
を

仰
ぎ
観
る
。
一
に
云
は
く
、
帥
の
家
に
し
て
作
る
、
と
い
ふ
。

秋
風
の

吹
き
に
し
日
よ
り

い
つ
し
か
と

我
が
待
ち
恋
ひ

し

君
そ
来
ま
せ
る
（
８
・
一
五
二
三
）

天
の
川

い
と
川
波
は

立
た
ね
ど
も

さ
も
ら
ひ
難
し

近

き
こ
の
瀬
を
（
８
・
一
五
二
四
）

袖
振
ら
ば

見
も
か
は
し
つ
べ
く

近
け
ど
も

渡
る
す
べ
な

し

秋
に
し
あ
ら
ね
ば
（
８
・
一
五
二
五
）

玉
か
ぎ
る

ほ
の
か
に
見
え
て

別
れ
な
ば

も
と
な
や
恋
ひ

む

逢
ふ
時
ま
で
は
（
８
・
一
五
二
六
）

右
、
天
平
二
年
七
月
八
日
の
夜
に
、
帥
の
家
に
集
会
ふ
。

牽
牛
し

妻
迎
へ
舟

漕
ぎ
出
ら
し

天
の
川
原
に

霧
の
立

て
る
は
（
８
・
一
五
二
七
）

霞
立
つ

天
の
川
原
に

君
待
つ
と

い
行
き
反
る
に

裳
の

裾
濡
れ
ぬ
（
８
・
一
五
二
八
）

天
の
川

浮
津
の
波
音

騒
く
な
り

我
が
待
つ
君
し

舟
出

す
ら
し
も
（
８
・
一
五
二
九
）

は
じ
め
に

こ
の
、
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
下
の
二
点
が
多
く
指
摘
さ
れ
て

き
た
。

①
漢
籍
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
。

②
七
夕
歌
と
し
て
特
徴
が
な
く
、
平
凡
な
作

で
あ
る
。

話
者
に
よ
る
分
類

憶
良
の
牽
牛
歌
を
、
話
者
に
も
と
づ
い
て

分
類
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

牽
牛
歌
：
一
五
二
〇
、
一
五
二
一
、

一
五
二
二
、
一
五
二
五

織
女
歌
：
一
五
一
八
、
一
五
一
九
、

一
五
二
三
、
一
五
二
六
、

一
五
二
八
、
一
五
二
九

牽
牛
歌
に
つ
い
て

牽
牛
歌
は
、
表
現
の
う
え
で
、
作
者
未
詳

七
夕
歌
と
の
類
歌
性
は
見
出
し
が
た
い
。

牽
牛
歌
の
中
で
特
に
目
を
引
く
の
が
、
長

反
歌
の
漢
籍
を
思
わ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
第

七
句
「
思
ふ
そ
ら
」
か
ら
第
二
六
句
「
い
漕

ぎ
渡
り
」
ま
で
は
対
句
の
連
続
で
、
こ
れ
は

漢
詩
の
特
色
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
「
青

波
」
「
白
雲
」
の
青
と
白
の
対
比
も
、
漢
詩

の
影
響
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
に

強
く
漢
籍
の
影
響
を
受
け
た
表
現
は
、
憶
良

以
前
の
七
夕
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
。

時
間
に
よ
る
分
類

憶
良
の
七
夕
歌
を
、
詠
時
に
注
目
し
て
分

類
す
る
と
、
牽
牛
歌
は
い
ず
れ
も
当
夜
の
も

の
、
織
女
歌
は
い
ず
れ
も
非
当
夜
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

集
中
に
ま
と
ま
っ
た
数
が
載
る
人
麻
呂
歌

集
七
夕
歌
、
作
者
未
詳
七
夕
歌
、
家
持
七
夕

歌
の
詠
時
を
み
れ
ば
、
織
女
歌
は
い
ず
れ
も

一
貫
し
て
当
夜
の
も
の
が
多
い
。
対
し
て
、

牽
牛
歌
は
、
作
者
未
詳
七
夕
歌
に
当
夜
の
も

の
が
多
い
一
方
、
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
、
家

持
七
夕
歌
で
は
約
半
数
に
と
ど
ま
る
。

憶
良
の
織
女
歌
は
、
詠
時
の
点
で
他
の
七

夕
歌
群
と
近
い
性
質
を
持
つ
。
だ
が
、
一
貫

し
て
詠
時
を
非
当
夜
と
す
る
牽
牛
歌
は
、
独

特
と
い
え
よ
う
。

織
女
歌
に
つ
い
て

織
女
歌
は
、
表
現
の
う
え
で
作
者
未
詳
七

夕
歌
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
一
五
一
八
は
、

天
の
川

川
門
に
立
ち
て

我
が
恋
ひ

し

君
来
ま
す
な
り

紐
解
き
待
た
む

（
10

・
二
〇
四
八
）

と
類
歌
関
係
に
あ
る
。
他
に
も
、
一
五
二
八

は
10

・
二
〇
四
五
、
10

・
二
〇
六
八
と
類

歌
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

憶
良
の
織
女
歌
は
表
現
、
詠
時
の
点
か
ら

七
夕
歌
の
典
型
的
な
詠
い
方
で
あ
る
と
い
え

る
。
諸
論
が
述
べ
る
平
凡
な
作
で
あ
る
と
の

評
は
否
定
で
き
な
い
。
対
し
て
、
牽
牛
歌
は

そ
の
表
現
、
詠
時
と
も
に
作
者
未
詳
七
夕
歌

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
平
凡
の

ひ
と
こ
と
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
挑
戦
的

な
作
品
と
い
え
よ
う
。


